
　新型コロナウイルス感染症の影響により、今まで以上に需要が高まっているオンラインショッピング等（ＥＣ）を新たに導入する農
業者を支援します。

スマートな販路の確保を支援します！（長岡市ＥＣ活用支援事業）

　今年は、７月の日照不足や８月末のフェーン現象などがあったものの、昨年のような災害級の異常気象は発生せず、皆様にお
かれてもホッとしていらっしゃる方が多いのではないでしょうか。
　さて、近年、そのような気候変動の対応策の一つとして、ドローン等で撮影した画像を用いて、作物の生育状況を迅速かつ省
力的に診断し、品質の向上を図るスマートアグリ技術（リモートセンシング）の導入が大規模経営体を中心に進んでいます。その
一方、中小規模の経営体においては、その導入コストや技術、データの活用等がハードルとなり、まだまだ普及が進んでいないと
いう課題もあります。
　そこで、現在、長岡市では、ＪＡ越後ながおかと連携して、各営農センターにドローン等を導入し、各地域の営農指導に生かし
てもらうことで、農業者の負担を最小限に抑えた形での「スマートアグリ技術の社会実装」が可能か実証実験を行っています。
今後、他地域への取組み拡大も視野に入れ、成果を検証していく予定です。
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スマートアグリ技術の活用で水稲の品質向上を目指す

補助対象事業者
補助対象経費

補　助　額
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農業者（認定農業者、新規認定農業者等）　または　農業者３戸以上で構成する団体
ショッピングモール（楽天、Amazon、食べチョクなど）への出店・出品に係る経費
自社webサイトへのショッピング機能の実装に係る経費
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新型コロナウイルス感染症 長岡市農林水産部長 安達  敏幸

　近年、マイクロプラスチックにおける海洋汚染など様々な
環境問題が出てきている中で、世界的に持続可能な環境保全
への関心が高まり、レジ袋の有料化やプラスチックに代わる
素材の開発・実用化など環境にやさしい取り組みが実施され
ています。
　農業分野では、環境保全型農業や生物多様性保全を重視
した農業の推進などが実施されており、長岡市でも農薬や化
学肥料を減らした特別栽培米の生産を推進するなど、環境保
全に取り組んでいます。
　稲わらや籾がらは、貴重な有機質
資源です。焼却ではなく、田んぼに
すき込みするなど環境にも人にも優
しい農業を実践しましょう。

　目に見えず得体の知れないウイル
スへの恐怖、マスクや消毒液など対
策防御品の不足の発生、社会活動の
停止や制限による経済的不安など、

この感染症はこれまでに経験のないストレスを私たちに与え
続けてきました。
　農林水産業においても、外出の自粛や訪日外国人の減少な
どの余波で、業務用米のだぶつきや牛肉、魚の取引量の減少
による価格低下などが発生しました。今後もどのような影響
が生じるのか心配は尽きません。
　また、私たちの日常においても、マスクの着用や人と人との
接触をできるだけ抑制するなど「新たな生活様式」が定着し
つつあります。
　皆さんも、いままで田植えや稲刈りなどの農繁期には、遠

隔地に住む家族や親せきなどに手伝いを頼んでいたものが、
移動自粛の流れのなかで、見合わさざるを得なかった方も多
かったのではないでしょうか。
　一方で、農業はコロナ禍において強みのある仕事だといわ
れています。基本的に屋外であり、田畑は広く３密にはなら
ず、作業に没頭している間は面と向かって話すことも少ない。
そして何よりも食料の生産は人が生きていくうえで必ずやら
なければならない、不要不急にはなり得ない活動なのです。
　感染症の発生後、長岡市においても新規就農希望者が増
加しています。農業を始めることは決して簡単なことではあ
りませんが、新型コロナウイルス感染症により世界に大きな
変化が生じている今、若い就農者が新たな力となることを期
待しています。

※稲わら・籾がらの焼却は、近隣の方
への迷惑となる場合があります。

稲わら・籾がらを使って元気な田んぼに！
そして安心・安全を届けよう！ 　近年、記録的な異常気象により、ビ

ニールハウス等の倒壊被害が増加して
います。今後の大雪等に備え、農作業
事故や農業施設の破損被害を防ぐた
め、以下のことを徹底してください。

農政 のう
せい

VOICE

ビニールハウス等の倒壊に注意！ 

　全国的な問題となっている有害鳥獣による被害。長岡市内でもイノシシやサルによる農作物の食
い荒らし、農道や畦畔を掘り起こす被害が多発し、関心が高まっています。
　これらの被害を防止するため、市では鳥獣被害対策専門のチームである「長岡市鳥獣被害対策実
施隊」を組織し、カラスやイノシシ・サルなどの有害捕獲を実施しています。
　長岡産農作物を守るため、狩猟免許を取得し有害鳥獣の捕獲に参加してみませんか？
　市では狩猟免許を取得される方を対象に経費の一部を助成しています。詳しくは農水産政策課
（TEL39‐2223）までお問い合わせください。

狩猟免許を取って有害鳥獣の捕獲に参加しませんか

●最新の気象情報を十分に確認し、早めの対応を行う。
●降雪前にビニールハウス、作業場、畜舎等の施設点検と
補修を行う。
●栽培を終えたビニールハウスは、ビニールを外す。
●ビニールハウスを格納庫として利用しない。
●農業施設（ビニールハウスを含む）周辺は、除排雪を適
切に行う。
●落雪に注意し、降雪量が多いときは見回らない。

※上記のような適正な管理を行っていなかった場合は、災害復
旧事業が実施されても補助の対象とならないことがあります
ので御注意ください。

農業の道を未来へ切り拓くために
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の
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な
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応
で
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成
で
し
た
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ろ
農
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に
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っ

て
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と
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で
し
た
。
そ
も
そ
も
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業
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し
て
い
て
農
業
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き
だ
っ
た
の
で
勧
め
ら
れ
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だ

と
思
い
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す
。

  　

嬉
し
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

出
荷
し
た
野
菜
を
お
客
さ
ま
に
買
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
名
前
を
憶
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
そ
の
野
菜

　
　

就
農
す
る
前
は
東
京
の
飲
食
店
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
家
族
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
帰
郷
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
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っ
か
け
に
農
業
を
始
め
ま
し

た
。
元
々
実
家
が
農
業
を
し
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か

ら
よ
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手
伝
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し
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い
ま
し
た
。
農
作
業
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好
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た
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、
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午
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々
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ま
し
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よ
う
と
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の
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な
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か
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事
に
も
挑
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こ
と
が
好
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わ
れ

て
い
る
身
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あ
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独
立
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目
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ま
し
た
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自
分
で
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こ
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ま
す
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他
の
農
業
者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
す
ね
。
自
分

と
は
違
う
作
物
に
挑
戦
し
て
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る
方
の
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自
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の
代
わ
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に
挑
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て
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た
だ
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る
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和
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独
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た
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介
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し
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。
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か
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美
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ま
た
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が
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ま
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。
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し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
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、

自
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っ
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や
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て
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け
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作
る
時
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え
て
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。
苦
労
は
正
直
な
い
で
す
ね
。

農
業
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で
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思
う
こ
と
が
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で
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。

  　

今
後
の
目
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を
教
え
て
く
だ
さ
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。

　
　

ネ
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の
栽
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に
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っ
て
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で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
野
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あ
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が
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ギ
一
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に
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５
年
先
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で
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が
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た
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に
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。
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縦
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岡
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○
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。
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農
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感
じ
て
み
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し
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で
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し
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農
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。
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が
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な
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く
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作
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の
収
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え
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に
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こ
れ
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で
の
努
力
や
苦

労
が
報
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れ
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と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

  

嬉
し
か
っ
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エ
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す
か
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作
業
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
地
域
の
方
が
よ
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見
て
く
れ
て
い
て
、「
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
え
た
り
、
回
り
ま
わ
っ
て
間
接
的
に
評
価

を
い
た
だ
い
た
り
し
た
と
き
は
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地
域
に
だ
ん
だ
ん
溶

け
込
め
て
い
る
の
か
な
と
思
い
、
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し
か
っ
た
で
す
。

見
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と
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と
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ま
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が
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思
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実
家
が
稲
作
農
家
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
レ
ン
コ
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を
栽
培
し
よ
う
と
思
っ

た
の
は
な
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で
す
か
。

　
　

稲
作
農
家
は
機
械
の
値
段
が
高
く
、
経
費
を
賄

う
た
め
に
は
広
い
面
積
で
栽
培
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、
そ
の
目
途
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、地
元
中
之
島
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
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培
技
術
、

価
値
と
も
に
確
立
さ
れ
て
い
る
大
口
レ
ン
コ
ン
を
栽
培

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
レ
ン
コ
ン
で
あ
れ
ば
稲
作
で

は
農
閑
期
と
な
る
冬
の
間
も
収
穫
が
で
き
ま
す
。
今

後
、
稲
作
と
両
立
す
る
事
を
ふ
ま
え
る
と
忙
し
い
時

期
が
重
な
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
通
年
で
農

作
業
が
で
き
る
点
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

蓮
の
花
が
き
れ
い
で
景
観
と
し
て
楽
し
め
た
り
、
葉

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
就
農
し
て
お
り
、
令
和
３
年

３
月
か
ら
独
立
を
予
定
し
て
い
る
中
嶋
果
菜
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

  

農
業
に
つ
い
て
の
勉
強
は
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
。

　
　

高
校
は
農
業
高
校
に
通
っ
て
い
て
、
食
品
科
学
科

で
加
工
の
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
加
工
の
元

で
あ
る
原
材
料
の
生
産
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
、

農
業
大
学
校
の
稲
作
経
営
科
に
進
み
ま
し
た
。

　

  

就
農
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

実
家
が
稲
作
農
家
を
し
て
い
て
、
将
来
的
に
継

ぐ
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
農
業
大

学
校
時
代
の
同
級
生
が
農
業
冊
子
に
載
っ
て
い
て
、
そ

の
活
躍
を
見
た
り
、
同
級
生
と
話
を
す
る
中
で
「
私

も
農
業
を
し
た
い
」
と
刺
激
を
受
け
、
二
十
代
の
今

　
  

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

独
立
す
る
際
の
栽
培
面
積
は
、
85
ａ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
２
ha
ま
で
規
模
拡
大
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
口
レ
ン
コ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
何

十
年
と
続
い
て
い
ま
す
が
、
栽
培
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
栽
培
し
て
い
る
姿
を
見

て
、「
私
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
わ
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

  

農
業
を
志
す
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

食
べ
物
を
作
る
大
切
な
産
業
で
す
。
し
か
し
、

天
候
や
病
害
虫
、
栽
培
条
件
な
ど
自
然
相
手
の
お
仕

事
な
の
で
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
と
思
い

ま
す
。
理
想
は
大
事
で
す
が
、
現
実
と
も
向
き
合
え

る
よ
う
に
、
主
観
だ
け
で
な
く
客
観
的
に
発
想
す
る

な
ど
し
て
色
々
な
見
方
、
考
え
方
が
で
き
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
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新
規
就
農

新
規
就
農

　
昨
今
、
農
業
就
業
人
口
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
長
岡
市
内
で
ゼ
ロ
か
ら
新
た
に
農
業
に
取

り
組
む
お
二
人
に
、
就
農
の
き
っ
か
け
や
今
後
の
目
標
を
伺
い
、

農
業
を
志
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
今
、
農
業
就
業
人
口
が
減
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
長
岡
市
内
で
ゼ
ロ
か
ら
新
た
に
農
業
に
取

り
組
む
お
二
人
に
、
就
農
の
き
っ
か
け
や
今
後
の
目
標
を
伺
い
、

農
業
を
志
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。


